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源泉所得税において還付が発生した場合の処理 
 
＜質問＞ 

当期に発生した源泉所得税について、下記の仕訳処理を行いました。 
（1） 当期： 「期中」の計上 

法人税、住民税及び事業税 100,000／受取利息 100,000 
 
（2） 当期：源泉所得税が全額還付となった場合の「決算時」の処理 

未収入金 100,000／法人税、住民税及び事業税 100,000 
 
 翌期において、下記の仕訳処理を行いました。 
（3） 翌期：還付金の「入金時」の処理  

現預金 100,000／未収入金 100,000 
 
当期及び翌期のワーキングシートの入力はどうなりますか？ 
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＜回答＞ 
■当期の処理（源泉所得税の還付請求額を計上） 

源泉所得税の還付分を未収計上とした場合は、本税に含めず、別表 5（2）の 28 欄
（源泉・外国税）の「当期発生税額」及び「仮払経理納付」に登録します。 

  
・「332-1.法人税ワーキングシートの入力①」又は「441-1.法人税ワーキングシートの 

入力②」ＷＳ 
[別表５（２）：租税公課の納付（還付）状況等]＞[租税公課の納付（還付）状況]タブ 

 
※別表１の「所得税の額」は別表６（１）の６欄の③から連動します。 

そのため、別表 5（2）の 28 欄から別表１の「所得税の額」には連動しません。 
 
申告書は下記の表示となります。 
■別表１ 
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■別表４ 
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■別表５（１） 

 
 
■別表５（２） 
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■翌期の処理（源泉所得税の還付分の受入計上） 
 所得には影響させず仮払諸税の期末残高を０とするため、仮払諸税の「損金経理」と 
所得税額等及び欠損金の繰戻還付の「社外流出」に登録します。 
 
・「332-1.法人税ワーキングシートの入力①」又は「441-1.法人税ワーキングシートの 

入力②」ＷＳ 
[別表５（２）：租税公課の納付（還付）状況等]＞[仮払税金の消却]タブ 

 
 
[別表４・5（1）：所得金額の計算基礎（必須）]＞[流出・減算]タブ 
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※参考※ 
下記画面は自動的に繰り越されています。 
・「331-1.法人税の前期繰越金額等の確認」ＷＳ>[利益積立３]タブ 
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申告書は下記の表示となります。 
■別表４ 

 
 
■別表５（１） 
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■別表５（２） 

 
 
（注）当入力例は、処理の一例です。実際に入力する際は、顧問税理士等にご相談のうえ、 
各企業の処理方法に基づいて入力してください。 
 
 
 

 


